


















































































































































境 界 ） は 視 認 し づ ら く，
0.1mm幅ひび割れになると
ほとんど識別できません。し
かし，FC動画上（図２⒝）
では，0.2mm幅のひび割れ
はもとより，0.1mm幅のひ
び割れも浮かび上がってくっ
きり見えることが判ります。
近年，ドローンやロボット
による社会基盤施設の点検精
度の向上，点検作業の効率化
を目指した報告が数多くなっています。点検
動画に対してリアルタイムで画像特徴を強調
し，微細ひび割れや異状箇所を探索・発見で
きることが求められます。後述するシステム
（VIS）は，この点にも対応できます。
視認性評価画像とは
FC動画上で誘発される錯視の見え方を定
量化することも必要となります。当研究室で
は，さらに研究を進め，視認性評価画像
（Visibility Evaluation image：以下，VE画像）
も提案しました。一画素の画像濃度値の変動
がFC動画の「見え方」に反映されます。そ
こで，「画像濃度値変動」を画素単位で抽出
します。抽出した画像濃度値変動に対して離
散フーリエ変換を施し，パワースペクトルを
求め，10クラスに分けて，シュードカラー画
像として出力します。これが「視認性評価画
像」となります。その結果が図２⒞です。
FC動画上のひび割れやテクスチャ（キメや
粗さ）特徴の見え方（錯視効果）が可視化で
きています。
VISの特色
VISの特色は，以下の２点となります。
図３　VISの画面構成とメインパネルの特色
図４　VISの機能別・処理パネル：使いやすさを重視
・表示ソフトに依存しない。
　→　既存システム併用稼働型
・ ハイパースペクトルキューブ
動画，ビデオ動画，UAV動画，
web動画等，すべての動画・
静止画処理可能。
　→　アイデア創出支援型
・残像錯視：画質鮮鋭化
・擬似回転錯視：
　テクスチャ強調＆画質維持
・ 処理パネルは１個，機能選択で
メニューが切り替わる（下記）。
・ スライドバー，クリック指定の
みで各種処理の調整可能。
・ 錯視誘発動画，視認性画像を任
意領域で切り出し，pptシート
上に即時添付，動画表示可能。
リアルタイム処理
メイン
パネル
元動画＆静止画表示
処理動画／静止画
⒜ 錯視誘発画像特徴合成動画（FC動画）の表示メニュー
⒝ FC動画に対する視認性評価動画（VE動画）の表示メニュー
⒞ 画像補正のメニュー
⒟ フィルタリングのメニュー
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① アイデア創出支援型
② 既稼働システムとの連携併用型
図３にVISのメイン画面の構成を示しま
す。画面下部にメインパネル（図４：４種
類）が配置され，左側に表示される元画面
（静止画，動画）を取り込み，右側にFC動
画，VE画像を出力します。この設計によ
り，出力が左側の画像表示ソフトには依存す
ることなく，アイデア創出支援型，既稼働シ
ステム連携併用型システムになります。
各種画像処理システムから表示される動
画・静止画をリアルタイムで取り込み，画像
特徴強調・判読支援を即時に実施できること
から，「アイデア創出支援型」システムとな
ります。
土木工学の分野では，ドローンによる社会
基盤施設の点検動画，計測ロボット動画，ウ
ェアラブルディバイスを介した動画に対する
リアルタイム処理，3D（VR，AR含む）動画
を対象としたシステムにも，VISとの連携併
用効果が期待できます。
図５は，VIS稼働中の画面の例です。ドロ
ーン動画を取り込みながら，リアルタイムで
処理している画面です。図５の左側が元動画
です。右側のFC動画上では，画像全体が鮮
鋭化され，「ひび割れ」だけでなく，表面の
「ざらつき」も浮かび上がってはっきりと視
認できます。各種点検項目の見落としを減ら
すことができます。さらに，トンネル，下水
道，水中等，暗所にある施設点検時の動画に
対しても，画像特徴強調支援が可能です。点
検現場の現状のシステムや点検業務の流れを
変更することなく，即時導入できる点も，
VISの特色です。
多種多様な動画・静止画への適用
VISは「紫外域，可視域，近赤外域，赤外
域，マイクロ波域」等，さまざまな波長帯域
で観測される画像に対して，画像特徴強調処
理が可能です。さらに，画像が高分解能にな
るほど，錯視誘発強調効果も向上します。グ
ーグルアース画像，ストリートビュー動画，
モービルマッピング動画，ハイパースペクト
ル画像，顕微鏡画像，天文系画像，地球観測
画像，CT/MRI動画等，対象となる動画・静
止画は多種多様です。
引き続き，アイデアを練りつつ，企業と理
大研究戦略・産学連携センター（URA）の方
々との連携活動を通して，諸検討を進めま
す。関係各位に記して謝意を表します。
図５　ドローン動画からのひび割れ強調・探索：リアルタイム処理
⒜ ドローンによる観測動画
コンクリート表面
⒝ 錯視誘発画像特徴合成動画
注）合成画像特徴：分散
0.2mm幅ひび割れ テクスチャ特徴：ざらつき
